
小倉２歳ステークス 

 

3年連続で父ディープ系が馬券圏内に。 

昨年は 3頭しか出ていなかった父ディープ系が 1-3着を独占。 

 

 

本命はアウクソー。 

 

父サトノアラジン。 

2年連続勝ち馬を出し、昨年は産駒が 1、2着のミッキーアイルと同じ 

ディープ系でスピードタイプの種牡馬(マイルG1勝ち馬で 1400以下重賞でも実績

があるのも同じ) 

 

ディープとダンチヒ系の血を持つのも近 2年の勝ち馬と同じ。 

 

 

相手本線はプロトポリス。 

 

ダンチヒ系にも相性の良いレース。 

なかでもウォーフロントはダンチヒ系種牡馬の中でも世界クラスの大物種牡馬。 

スケールが一枚以上は抜けていると予想しています。 

 

 

  



新潟記念 

 

先週に引き続き土曜の新潟芝も特に外回りはディープ持ちが抜けた好走率。 

 

新潟最終も 1頭しか出ていなかった 

父ディープ系の産駒が単勝 50倍を超える配当で優勝。 

 

 

本命はカイザーバローズ。 

ディープ産駒。 

昨年のような外枠有利の競馬になればさらに有利。 

 

相手本線は母父ディープの 5、9。 


